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要旨 

 漢字指導に関する教材開発では、向山氏の下で多くを学んできた。なかでもコンピュー

タのコンテンツ教材とあかねこ漢字スキル教材の開発を進める上で、多数の文献調査等を

行い、会議や制作に臨んだ。実際にそれらを授業で活用することで、漢字教育や漢字指導

に関する向山実践の有意性を実感することができた。しかし、これまでの一般的な漢字指

導は主に、如何にして漢字を習得させるかという「覚える学習」に重点があった。ところ

が近年の様々な漢字教育に関する知見に触れる機会があり、“漢字は「覚える学習」から

「考える学習」への転換を”という内容を知り得た。その捉え方には興味を引かれるもの

があり、ならば両者の次の段階として「使える学習」の場面も必要ではないかと考え、改

めて向山実践群の特長について調査・分析をすることにした。 
 
キーワード：漢字スキル、ゆび書き、漢字文化、使える学習 
 
Ⅰ.テーマの用語を定義する 

 定義には例えば、辞書の見出し語と意味の記述関係のような「辞書的定義」、また「私

は○について～と定める」と宣言してしまう「規約的・約定的定義」がある。後者は一つ

の学問領域内での用語の意味を自分たちで限定するという定義である。向山氏が「定義は

自分たちで決めればよい」とよく話されるのは、後者の意味であることが分かる。 
 以下に述べる用語は、定義というより取り上げる範囲という意味で述べている。 
１.漢字教育の範囲 

田中久直は、1971 年、漢字の習得量主義からの脱皮を主張した。 
漢字指導には書写的指導と語句的指導の二面性があること。前者は漢字を正しく書ける

ことを目指し、後者は正しく使えることを目指す指導であり、これらは指導体系が別であ

ることを論じた。 
習得量を考慮する際には指導法だけでなく、漢字の字数制限も対象となる。つまり、漢

字の習得のための負担を減らすには、小中学校で扱う常用漢字の数を制限すべきという考

えであり、いわば国語国字問題と連なる。しかし、本論では、この件については扱っては

いない。指導法という面からいくつかの観点で分析している。 
２.向山実践の内容 

 向山氏が開発した「あかねこ漢字スキル」だけでなく、その開発以前に授業で実践した 
漢字の成り立ちやテストの実践、口に二画を足しての漢字づくりなどのパズルやゲームの 

類、さらにはスキル教材の開発途上で企画された漢字全部くんや総まとめくんなども向山

実践の内容に含めた。さらには、「漢字文化の授業」なども含め、必要に応じて漢字教育

に関連する言語教育などにも触れた。 
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Ⅱ.向山実践群の内容 

向山氏の漢字教育における主要な提案は、1988 年あかねこ漢字スキルの教材開発、2001
年に漢字文化の授業、そして 2002 年漢字の学習構造改革セミナーにある。 
向山氏は 1968 年新卒なので、漢字スキル開発までの 20 年間の漢字指導に関する向山実

践も着目した。そのため、『向山洋一年齢別実践記録集』全 24巻（1967～1985）を調べ

た。下記のように、全 24巻のうち実に半分の巻で漢字教育の実践が記述されていた。と

くに第 20巻のアチャラには 10枚の号に散見されている。 
全 24巻中、漢字指導類のリストと内容の一部は次の通りである。 
１巻（1967）田園調布小の教育実習（熟語作り、残雪の国語試験） 
５巻（1972）５年国語科オリジナルプリントテスト（詩）（学年末試験） 
６巻（1972）４年アンバランス（授業参観案内で漢字テストや文の作り方） 
７巻（1973）５年エトランゼ（忘れ物項目に漢字プリント、漢字ノート、漢字マス帳面） 
９巻（1975）５年エトセトラ（漢字テストは手を抜かずに。車偏の文字創作を宿題） 
10巻（1977）６年エトセトラ（Ｅ児の漢字テスト変容のドラマ、漢字パズル、四字熟語） 
12巻（1977）５年スナイパー（問題１ 漢・和・辞・典の四つの部首名は何か） 
13巻（1978）６年スナイパー（文章指導、漢字やことばづかいが正確なこと） 
15巻（1979/80）通信四年生（漢字テスト四回、予告。ドリルは毎日繰り返す練習） 
16巻（1980）国語テキスト・日本語の性質（1973）、国語ノート（パズル口に二画など） 
17巻（1981）５年ランダム（漢字テスト１学期の復習 50 問、四字熟語の授業） 
20巻（1982）４年アチャラ（辞書で説明、春夏秋冬に木偏、重い口、車偏の字） 
さらに 86 年創刊の「教室ツーウエイ」の特集を 87 年度と併せて調べてみた。 
楽しく学べる漢字授業、ファックス漢字教材、漢字パズルなどを掲載。とくに 87～88

年の２年間は岩佐勝弥氏が「楽しい漢字教室」を連載していた。 
このようにしてみると、向山氏は漢字教育に関しては、教育実習生の時代からずっと自

身が手掛けるべき仕事の一つとして一貫して存在していたことが分かる。 
向山実践には漢字教育の一環として次のような実践群が存在し、それらの着目すべき特

長を本論で述べたり、触れたりする。向山実践群の主な特長とは例えば次のようである。 
一つは、漢字の習得、漢字文化（成り立ち・字源）、漢字学習法の改革である。 
二つに、あかねこ漢字スキルによる練習法は他社にない際立つ特色をもつ。 
三つに、漢字文化の授業は、漢字の読み書きだけでなく、成り立ち、意味、哲学を積極

的に加えようとした知的な授業の創造である。 
四つに「全学年漢字ぜんぶくん」などによる、漢字に興味をもたせ、意欲的に取り組む

姿勢を育む（パズルやクイズ、ゲーム化も含む）実践である。 
五つに、向山氏が授業化した辞書活用や熟語づくりなども含む言語指導の実践である。 

  
Ⅲ.これまでの漢字指導と向山実践 

１.我が国の漢字指導  

 国語教育方法論の研究では、漢字教育・指導の文献はあまり取り上げられていない。 
『続・国語教育方法論史』巻末に 120ページにわたる戦後国語教育史年表があり、そこに 



「主なる国語教育関係図書」の欄がある。12ページ目の 108冊目にやっと滑川道夫『漢字

指導の問題点』S26 が登場する。その後のＳ61 年までの 40 年間全体でも 13冊しか「漢

字」という表現が出てこない。本巻の主張が国語授業論の考察にあったためであろうか。 
 『近代国語教育史』でも漢字の用語は国語国字問題としての「漢字制限」で出ているの

みで、その他言語教育と言語活動の用語もあるが、漢字の内容ではない。 
また、『新しい国語科指導法の創造』には 20 の国語指導の流派が紹介されているが、

漢字指導についての言及は一つもない。 
さらに『講座・日本の学力６言語・数』には「漢字指導の研究は、戦後の国語教育研究

の歩みのなかで、他の領域にくらべて比較的遅れていた。」と記された。また摘録すると

当時の国語教育思潮の中では漢字の研究はおろそかになりがちで、漢字論、文字論的発想

からの体系を捉えず、漢字練習帳の類を繰り返し練習する状況であった。この状況に一石

を投じたのが、1952 年朝日新聞報道の石井方式の実験的指導であると書かれている。 
※石井勲は、幼児の漢字教育も可能であることを実証したが、大村はまは石井方式の授

業を 1960 年頃参観していた。その時の印象は「たいへん寒々した思いを覚えている」と

のことであった。これは石井方式が問題であるというよりも、授業技量の問題ではないだ

ろうか。向山実践の「漢字文化の授業」であれば、また別の感想をもったであろう。 
一方、手元にある次の三氏の研究書・論稿で、我が国の漢字教育や指導法、その変遷を

詳細に知ることができた。 
①佐藤喜代治編『漢字講座 12 漢字教育』（明治書院）小林一仁論文「漢字教育の歴史」 
②福沢周亮『漢字の読字学習～その教育心理学的研究』（學燈社）の「国語教育における

問題を通して」 
③『日本語学』誌（明治書院）の千々岩弘一論文「国語科教育における漢字指導の共有点

とその源流」と『国語教育研究大辞典』の見出し語「漢字指導上の諸問題」 
小林・千々岩氏の論文は、明治からの指導法、福沢氏は戦後からの指導法に詳しい。 
また千々岩氏は論稿で、これまでの指導方法に関する共有点を、次のように列挙した。

（＊文献８）現代の指導法がこれらに準じていることが分かる。 
 ａ 漢字の構成要素に着目した分解的、体系的指導法 
 ｂ 字源に着目した指導法 
 ｃ 遊戯的指導法（パズル、口唱法など） 
 ｄ 正書法を前提とした「自然習得の原理」を生かした指導法 
 ｅ 語彙指導と重ねた指導法 
 ｆ 表記指導と関連させた修辞的指導法  
さらに、次の文献や資料も本論文をまとめるにあたり参考にした。 
後藤朝太郎（1912）『教育上より見たる明治の漢字』宝文館 
皆川長男（1939）『国語読本漢字指導とその体系』厚生閣 
堀田龍也ほか「小学校教員の各漢字指導法の指導頻度と児童の漢字の読み書きの正答率

の関係」2015日本教育工学会研究報告書（ネット資料） 
２.中国の漢字教育 

 向山氏は日本だけでなく、漢字の本家中国の教育にまで、目くばりしている。 
①上海実験学校での実践が 2002 年の教室ツーウエイに紹介された。特集「漢字学習の構 



造をどう変えるか」で、中国の実際の漢字教育を本誌に掲載した。論稿テーマは「新しい

漢字認識教育法～中国の小学校はどのようにして３か月で 1500 字を学ばせるか～」であ

った。その論稿で上海実験学校は「コンピュータによる漢字教育法」を提案する。 
 李氏によれば、中国の漢字指導法には、ａ字形中心の集中識字・字族文識字指導法、ｂ

読み重視の分散識字・注音識字指導法、ｃ活動中心の全方位識字・字理識字指導法の三つ

に大別できるという。これらは指導の重点は異なるが漢字の構成上の規則性や形音義の特

長を生かしており、学習者の興味や関心を喚起させている。内容の詳細を読むと、日本の

指導法と共通する部分も多数あった。これらは、1960 年～2000 年代の指導法であり、こ

のような指導法を経て、実験学校の指導法が誕生したといえる。 
②それ以前に向山氏が目にしていた本があった。『中国の小学生はどう中国語を覚える

か』（1998）で、北京師範大学で外国留学生に中国語を教える教師・李凌燕氏が、わが子

をモデルにして書いた本である。その本の第２章「漢字を覚える」の冒頭には、中国の小

学生は 2500 もの漢字を覚える、との小見出しがある。 
興味深いのは、漢字を覚えるのに最適な方法として、ゲームやなぞなぞを母親目線で取

り上げているところだ。中国でも子供たちが好んで取り組んでいることが分かった。 
③加藤幸次氏の『中国の漢字教育～小学校１，２年で 1800 字を学ぶ子どもたち～』

（2011）を最近見付けた。中国の漢字教育が日本の漢字教育のヒントになればと企画を立

ててから、10 年間近くをかけてまとめた貴重な研究書である。執筆にあたり基本書として

『課程標準（学習指導要領）』や北京師範大学の小学校教科書『語文』などを参考・分析

し、中国、台湾、香港など各地での小学校授業見学もされた。さらに中国から日本の大学

院に留学してきた元小学校教師二人が執筆協力しているという本格的な研究書である。 
 本書は、第Ⅰ部漢字教育の全体像、第Ⅱ部漢字指導の具体像で構成され、どの内容も貴

重な資料となっている。この本でとくに印象深い内容があった。 
 加藤氏の考察によれば、小学校の漢字教育の全体は「三つの段階、三つの流れ」の組合

せで構成されているという。段階とは低中高学年という発達段階であり、流れとは、「識

字活動（漢字の読み書き）、漢字文化の理解、コミュニケーション能力の育成」という指

導領域の流れである。 
この三つの流れは我が国における漢字指導の原理と同様である、と私は考えた。 

 次節で述べるが、滑川道夫が 1940 年に発表した文字教育の実践で提案した漢字習得の

三つの原理（練習・興味・表現）そのものである。さらに、向山実践におけるあかねこ漢

字スキル練習、漢字文化・漢字パズルの授業、日記や討論・評論文等がそれに匹敵する。 
３.向山氏の漢字指導の原理 

①漢字習得の基本は「練習、興味、表現」の中で覚えさせること、とは滑川の主張だ。 
漢字の提出は、国語の教科書では計画的にできず、算数の様に積み重ねができない。そ

れで、別の練習帳が必要になる。それが漢字ドリルや漢字スキルの類となる。 
②向山氏の漢字指導 
 年齢別実践記録集などの著作をもとに、向山氏の漢字指導の心得を調べた。キーセンテ 
ンスを選んで、以下に並べる。 
1972 年：漢字はどうしても覚えさせなければダメなので、強引にでもやらせます。 
1975 年：練習すればできるようになる事は、必ず手を抜かないように。 



1977 年：厳しい上にも厳しく採点する。練習すればできる。 
1979 年：練習は何文字でもよい。次のテストで満点をとれる自信がつけば、１回でもよい 
1982 年：１行くらいで覚えるまで。覚えるまで練習しなさい。 
 向山氏はこのように練習を強調していたが、どれだけの練習が行われていたか。1977・
78 年調布大塚小向山学級四代目の卒業生名取伸子氏の国語ノートからは、５年生後半のノ

ート 39ページのうち漢字練習に 33％、漢字テストに 26％占めていることを伴一孝氏は発

見し、また吉武徹也氏は、別の国語ノートに同様に４割が漢字練習・テストにあてられた

ことを分析した。こうしたことからノート練習量は多かったことが伺える。 
上記の文献には、テストの仕方などは示されているが、次章で述べる漢字スキルで用い

る用語（指書き、なぞり書き、写し書き）などは登場していない。 
ただ実際の授業の中では行われていたはずである。当時の漢字スキル開発会議に、私も

参加していて、向山氏からそのような内容を聞いたはずなのだ。向山氏が実際に授業で行

っていること（指で書いて、なぞって、写す）を、私が「それなら“指書き、なぞり、写

し書き”ですね」と語呂が良いので口に出すと、「それがいい」と、用語名が決定されこ

とだけは覚えていたからである。 
向山洋一全集 35 を読むと、やはり鉛筆を持って漢字練習する前に、指書きを指導して

いたことが記述されている。ここで述べられている基本原理は「指で書けるまで鉛筆で書

かせない」ということである。そのことを裏付ける資料が４の２通信「アチャラ」Ｎｏ10
（1982・4・15）に書かれていた。「練習は人それぞれに」から抜粋する。 
「国語の時間に漢字の練習をさせた。指で筆順をたどらせ、ドリルの練習用のマスに書か

せ、その上で漢字ノートに何回も書かせたのである。」（＊文献 16） 
 なお、名取氏の思い出に「漢字テストの答え合わせで、向山先生はとめ・はね・はらい

はとても厳しかった」という証言も貴重である。点画の終筆はこの三つのいずれかにあた

り、書家が文字をきれいにまとめる際のポイントにもなっているからだ。 
 このような指導の蓄積が、1986 年の「あかねこ漢字スキル」開発に結実した。 
 
Ⅳ.あかねこ漢字スキルで漢字を覚える 

 あかねこ漢字スキルは練習のシステム化、そしてテストのシステム化に特長がある。 
とくに二段枠のテストページに真骨頂ありといえる。 
 あかねこの大きな特徴は２回分のテスト枠にある。他社も真似をするようになった。 
 間違えた漢字だけをすればよい。同様の趣旨のことを輿水実が『国語科教育学入門』の

最後で提唱している。「書き取り練習のあとになってテストするよりも事前にテストする

こと。そうしてすでによくできる字は練習からはずすというような「診断的指導」のやり

方を採用することだ（中略）どの字がむずかしいのか、どこをどうまちがえやすいのかを 
あらかじめ心得ておくこと。そういう「科学性を取り入れること」が可能である。」 
（＊文献１） 
 1985 年、漢字スキルの開発当時、全社がくりかえし漢字ドリルであった。スキルの命名

は向山氏が初めてであったと思う。他社教材全部を比較対照して調べたとき、どれもが○

○ドリル、という名称であった。ドリルは工具の機械のように、同じ形式の運動の繰り返 
しによって効果を上げることをねらうため、繰り返し練習と呼ぶ。手元にある平井昌夫の 



文献はドリル教材についても詳述され、スキル教材との対比に参考になる。 
１.あかねこを他の７社スキルと対比する 

 昨年、次のような対比表を作成し、各社の漢字スキルの長短を調べた。 
表 1.１学年の漢字スキル対比表（一部で、他の６社分は省略） 

 使い方（ステッ

プ） 
新しい漢字 テストの

練習 
力だめ

し 
テスト テス

ト 
光 
村 
・

あ

か

ね

こ

か

ん

じ

ス

キ

ル 

①漢字を覚える

（ゆびがき・な

ぞりがき・うつ

しがき） 
②テストの練習

(なぞろう、 
うつそう、たし

かめよう) 
プレテスト 
③テスト(１回目

上、２回目下に

誤字のみ）うら

(間違えた字の練

習文づくり練習) 

手本字の書き順 
手本の下右側に意

味や読みの用例 
左側漢字練習→読

み先習 
書き順色を示す位

置、 
漢字練習５マス、

筆順シンプル 
筆順で気を付ける

ところ「小」の注

意書き、はねるの

み 
豆知識 

１読み方 
２なぞろ

う 
３うつそ

う 
４たしか

めよう 
 
書き取り

は３回反

復で横に

進む 

二学期

のまと

め 

２段フル 
下段は間

違いの再

テストの

み 
おおきい

こえをだ

す。→□ 
 
 
※プレテ

ストあり 

スキ

ル本

体付

属の

切り

取り

式 

A 
社 

１おぼえる 
（ゆびでなぞ

る・えんぴつで

なぞる・みてか

く） 
 
２れんしゅう 
３たしかめ 
４テスト 

手本下右側が漢字

練習、左側用例。

→書き先習 
覚える頁「かんじ

のなりたち、まち

がえないで」等、

注意、字形、練習

マスなど複数あり

統一されず 
「小」の注意書き

はねる、はらう、

とめる、３つあり 

１段目 
読み 
２，３段

目書き 
 

上巻の

まとめ 
（１）

～

（３） 

たしかめ

２段 
おおきい 
□さか

な。送り

仮名あ

り。 
もう一度

確かめま

しょう 
おおきい

□ 

確か

めと

ほぼ

同じ

問題

のテ

スト

バラ

別冊 

８社を比較対照したうえでの、あかねこ漢字スキルの特長について述べる。 
① 手本の大文字に小さな赤字で筆順の数字が示されている。→手本字をしっかりと指書 
きをさせるための配慮である。大きさも配慮されている。 
②手本文字の背景が全社黄色だが、その色の濃淡が異なり、あかねこは適度な薄からず濃 
からず、という印象をもつ。 
③三つのステップは「（ゆび・なぞり・うつし）がき」で書く練習としての一貫性をもた

せる。他社は読む・なぞる・書く、あるいはなぞる・なぞる・書く、というようになって 
いる。ステップ名称が無い教材も三社ある。 



④手本下の用例、筆順、五マス練習の三つの並び方であるが、あかねこは用例が初めに並

ぶ。小さなことだが「読み先習」の配慮ともいえよう。 
⑤れんしゅうページはなぞり、うつし、たしかめの三段構成になっている。ここで他社と

の大きな違いは漢字ごとに上から下へと練習するのではなく、横に進めていくということ

である。これは縦に練習するよりもワーキングメモリーを鍛えることになる。 
⑥テストページが本体付属になっているのは「あかねこ」だけである。他社は別冊かバラ

プリントの形式となる。しかもテストの解答枠が二段になっているのが最大の特長だ。 
２.指書きの原理を分析する （学年により、表記が異なるが本章では指書きで統一） 
 あかねこ漢字スキルの特長である、指書き、なぞり書き、うつし書き、空書きは辻歌子

氏、古田拡等も主張している原則的な指導法といえる。 
例えば、国語教育の先達のひとり古田『国語教材研究』には、次のような記述がある。 
▼小学校一、二年で、丁寧に教える。まずゆっくりと、正しく、大きく、力をこめて板書

して見せる。次には、子供に向かって、いっしょに空書する。子供の方から見て正しい形

になっているように。これを二回繰り返し、今度は子供だけにさせて見てやる。（注意す

べき子をその時見付ける）さらに、机上に指で書かせてみて、それからノートを開かせ

て、書かせるというような段取りである。▲ 
 古田は筆順指導を言及するなかで机上での指書きを強調した。指書きで字形を覚えるこ

とはもちろんだが、筆順の習得にも欠かせない要因ともなっている。 
指書き指導に関しては、貴重な資料が教室ツーウエイ誌などに掲載された。 
椿原正和氏が絶賛し、向山氏も高く評価した奥田純子氏の指書きの三原則である。椿原

氏はこの三原則を次のように述べている。 
指書きの時「①鉛筆を持ったまま」「②とめ・はね・はらいを雑に」「③指を宙に浮か

せたまま」指書きしている子供は漢字の定着率が悪くなるというものである。 
この三原則の詳細を、奥田氏本人の論稿から要点を抽出してみる。 

1）筆順を「覚えるまで」は鉛筆を持たない。「覚えるまで」とは、スピードを上げて書

けること、筆順を見なくても書けること、と奥田氏は定義する。 
2）指書きは指をしっかりと机に付けて書かせ、指の刺激を脳に伝えさせる。 
3）とめ・はね・はらいを丁寧に。人差し指の先が熱くなるくらい指書きせよ、と例示。 
4）指書きステージは、まずスキルの筆順を見ながら机上に指書き。覚えたと思ったら、

机上の指を見ながらの指書き。そして字形の残像が見えるくらいの速さで書けたら合格。

椿原氏はこれを視線の２段階移動説と呼んだ。 
5）筆順は机上で一緒に書く。教師の指書きを見せながら一緒に３回ほど指書きさせる。 
奥田氏は、漢字の苦手な子のために、漢字指導だけのテープ起こしを、２年間続けた。 
指書きというたった一つの指導だが、ここまで子供の事実を突き詰めて考えたのである。 
4）の段階でもまだスキルの上に指書きする子がいたが、奥田氏はその子の手を取って机 
上に置かせ、この動作を繰り返し行ったという。できない子を何としてもできるようにさ

せるという、その情熱に驚かされる。 
向山氏は「奥田先生のような全国区の教師というのは、このように一人の子供と向き合

った教師のことを言うのだ」（＊文献７）と向山型国語教え方教室で話された。 
３.指書き・なぞり書きを分析する 



なぞり書きは、モンテッソーリのアルファベットの読み書き教育の第２段階で登場する

指導の一つでもあった。子供の様子を観察することからそのような段階的な指導法を取り

入れたという。モンテッソーリも子供の事実から教育を始めていた。 
「あかねこ漢字スキル」の指書きとなぞり書きについて、以下、ポイントを述べる。 
手本の字に筆順の数字が示されているのは「あかねこ漢字スキル」（図１）のみであ

る。一方他社７教材は、筆順が書いてある横の五マスの書き込み練習の１マス目の漢字に

示されている。つまり、なぞり書きをする漢字部分に小さく示されている。 
一方のあかねこはなぞり書きのマスの中には全く示されていない。 
この両者の違いは小さなことであるが、指導法の工夫の観点からみるととても大きな違

いになる。あかねこスキルでは、筆順を覚えるのは机上での指書き段階で完結させる。他 
の７社は鉛筆でなぞりながら字形と筆

順を意識させることになる。つまり前

者は一時に一事、後者は一時二事にな

る。子供の負担はどちらが軽いか自明

の理である。 
 あかねこスキルには、そのことを目

次ページに懇切丁寧に「ゆび書きのし

かた」が明記されている。以下６年の

例を示す。 
 ①筆順を言いながら、つくえの上に

指で書きます。 
 ②手本を見なくても漢字が書けるよ

うになるまで、何度も指で書きます。 
図１.令和 4年版あかねこかんじスキル光村準拠１年上 2ページ 

 ③もう覚えたと思ったら、鉛筆を持って、なぞり書き・うつし書きをします。 
単なる指書きかもしれないが、そこに込められている指導法に深い意味がある。前述し

たように奥田氏が一人の子と関わり、その子供の事実から発見した手立てがこのスキルに

は反映されている。 
 手元にある旧版の６年スキル表２のスキルの使い方ページに示されている「ゆび書き」

の説明は、次のように変遷している。 
Ａ 書き順をみながら、つくえの上にゆびで書きましょう。 
Ｂ 筆順を見ながら、つくえの上に指で書きましょう。「いち、にい、さん・・・」と、 
  画数を言いながら書きます。 
Ｃ 筆順を見ながら、指で書きましょう。「いち、にい、さん・・・」と、画数を言いな 

がら書きます。 
現行：筆順を見ながら、ゆびで書きましょう。「いち、にい、さん・・・」と、画数を言

いながら書きます。 
目次ページの「ゆび書きのしかた」を、さらに具体的に三段階にわたり解説している。 

いかに大切な段階であるかが分かる。 
この指書き指導は、実は、発達障害のある子供にも対応できると向山氏は述べる。文字 



を書く時、親指と人差し指が微妙に屈伸運動をしている。微細運動障害の子はこの微妙な

動きができない。指が棒の状態で書くことになり、書字が難しい。ところが、漢字スキル

の場合はまっすぐに伸ばした人差し指を用いて指書き指導を行う。鉛筆を持たなくても筆

順や字形を覚えることが可能となるのだ。 
４.空書きの原理を調べる 

 漢字指導の際によく使われる空書きは、佐々木・渡辺（1983）によって「空書（くうし

ょ、からがき）」と命名され、実験心理学の対象となったという。ただ、教育界において

は、例えば 1968 年の輿水実『国語科教育学入門』には、「実際家の漢字学習指導の主な

やり方のひとつに“子どもに空書させたり、ノートに書かせたりする”と記述されてお

り、また 1956 年発刊、西尾実を編集委員代表とする『国語教育辞典』（朝倉書店）にも

項目一覧に【空書】で掲載されている。少なくとも教育界では、戦後すでに使われていた

用語であることが分かる。内容の本文冒頭は次の通りである。 
「くうちゅうがき・そらがき・ゆびがきともいわれ、指で空間か机上かに文字を書くこと

をいう。」（＊文献 11） 
空書に似た現象として「なぞり読み」がある。脳損傷の患者が目では読めなくとも、文

字の線を指でなぞると読めるという現象である。 
 この空書やなぞり読みのように、指運動が文字認知を援助していることを研究としてま

とめた文献が松尾香弥子『空書の脳内メカニズム』である。 
（※その他ネットにも「空書」に関する情報提供はあり。） 
 ただし、この本書での研究対象の空書とは、筆順や字形を子供たちが覚えたかどうかを

確認するために一斉に意図的に行う空書きではなく、文字を思い出そうとしてふと空中に

字形を指で書くその動作の出現のことをいう。この空書の出現は児童の場合は高学年ほど

よく用いられることが分かっている。松尾氏は空書を次のように定義している。 
「空書とは、文字処理に伴って、何ら外的な必然性がないにもかかわらず自発的に生じ、

知覚できる視覚的軌跡が残らない書字運動のことをいう。」（＊文献 12） 
この研究で得る知見は、授業で行う空書きに関する情報としても十分に役立つはずだ。 
興味深い知見がある。 

 漢字を想起させる課題を出したときに、空書の出現の様子に二通りあったという。一つ

は、身体前面つまり目の前の空間への空書、もう一つは膝や机、手のひらなどの書字面を

もつ空書である。この時、後者の被験者はほぼすべての者が書字面を凝視していたとい

う。一方前者の場合、被験者は空間を見ることはまれで、手指をただふるわせていただけ

という感じであったという。これは極めて重大な指摘である。 
 例えば、あかねこ漢字スキルの指書きでは机上にしっかりと書くことを重視している。 
そうすることで、字形素やそれを統合した字体をしっかり見つめることになるからだ。 
一方、一斉に空書きをする動作は、字体を正しく書いているのかを確認するというより 

 も、筆順と画との対応を確認する作業が主となっていることを意味するのではないか。 
この知見を読み、空書や指書きの大切さがみえてくるような気がした。 

 本研究の結論を、自分なりに解釈し次のようにまとめた。 
①空書は視覚における漢字のイメージ生成を特に援助している。 
また空書の際に、漢字の字形を提示して空書きさせる場合と、読みだけを聞かせて空書 



きする場合では、脳の活動部位が異なる結果がもたらされたが、いずれの場合でも、指運

動が神経的負荷の低減をもたらしていた。 
②空書には視覚化を中心としたリフレッシュ機能（再書き込み・活性化）をもつ。 
 筆順をカウントしながら空書する場合、単に「いち、にい、さん・・・」と書き順を確

認しているのではなく、複雑な漢字図形全体の中から、一画ずつ着目し、視覚化している

ことになる。これは分節のための視覚化であり、自分の眼には漢字の全体像が映っている

が、心内の目には一画だけを注目して見る働きが、指運動にはあるのかもしれない。 
本書で得たこうした知見には、漢字指導の実際に生かせることが可能である。 

 
Ⅴ.漢字文化の授業で漢字を考える 

 それは上海実験学校で始まった。中国の小学生を相手にしての向山氏の授業であった。 
李軍氏は 1950 年代から今日までの個人による漢字指導法を取り上げて分析を行った。石

井式指導法、白井光邦の要素形的漢字学習指導法、卯月啓子の漢字と遊ぶ・学ぶ指導法、

宮下久夫の「分ければ見つかる知ってる漢字」指導法、小林一仁の系統的漢字指導の指導

法、そして向山洋一の漢字文化「土～生」の授業の指導法である。 
 なお「『漢字文化』という用語は、向山先生以外の方から聞いたことがないので、向山

先生の命名だと思う」と野口芳宏氏は述べている。 
 李氏は、向山氏の漢字文化の授業について、良さと課題を次のように分析する。 
▼漢字の成り立ちや字源に基づいて基礎漢字（象形、指示、会意文字など）を絵図化して

学習者の興味関心の喚起には有効であるが、学習漢字の大半である形声文字等の指導に限

界がある。▲ 
 李氏はここで漢字文化の授業の限界性を述べているが、氏が分析する際に用いた資料は

向山氏の上海実験学校での「土～生」の授業と、教育科学国語教育 2005 年 10月号特集

「子どもが熱中する『漢字文化』の授業」の 19 の実践例であった。確かにこれらの授業

実践例の大半は象形文字を扱う授業である。 
 しかし、漢字文化の授業の中心者である神谷祐子氏はすでにそのことも視野に入れてお

り、小学校で学習する約 1000 字のおよそ半分が形声文字であること、この形声文字は漢

字全体の九割を占め、学年が上がるほどその割合が増えることも調査済みである。そのう

えで、漢字全体のおよそ 200 の文字や記号の組合せ方が理解できれば、覚えやすくなると

『漢字文化をこう教える第５学年』で解説している。 
 なお、李氏は他の五種類の指導法についても良さと課題を分析したうえで、六種類のい

ずれの実践もこれまでの丸暗記や字形重視、ドリル的な日本の指導スタイルを改善しよう

とする姿勢を評価している。そしてこれらの実践の改善方向は興味・関心を持って自主的

に漢字を習得する姿勢が必要になり、これまでの覚える学習重視から考える学習への転換 
を図ることの必要性を強調した。そのために漢字文化という広い視野からの語彙の拡充や 
漢字の役割に着目してそれらを生かす漢字指導法の開発を自らに課している。 
一方で、あまりに凝り過ぎた衒学的な字源指導に気を付けるべきだと主張する研究者も 

いる。この方法は書き言葉によるコミュニケーション学習から離れ、単に漢字の書き言葉

の研究になってしまうというのが批判の理由であり、凝り過ぎても適切な学習に値しない 
ということである。口唱法の実践研究家である下村昇氏も、学者や研究者によって字源や 



成り立ちなどの解釈に相違があると指摘するが、それにも符合する。 
  
Ⅵ.「全学年漢字まとめくん～小学校で習う 1026 字」で漢字を覚え、考える 

 本教材の利用価値は内容と構成を見れば、明らかである。以下、次の点を説明する。 
1.本誌の内容と特長 

本誌は、次の四つの内容によって構成されている。 
1）イラストや物語などで楽しめるもの（イラスト漢字・物語漢字） 
2）クロスワードやパズルなど、考えて楽しめるもの 
（熟語クロス・四字熟語・慣用句・ことわざ・クロスワードパズルなど） 
3）学期ごとの漢字まとめ （学期別漢字まとめくん） 
4）学年で習う漢字の総まとめ（漢字総まとめくん） 
これらの内容には、次の特長がある。 
本誌表紙にはまず１パズルで鍛える、２絵と結びつけて覚える、３物語を読みながら身

につける、４総まとめで定着させる、と示されている。これらを常に意識するとよい。 
イラスト漢字は、漢字を単独で覚えるのではなく、周りのイラストと関連付けてイメー

ジ化させ、覚えやすくすることをねらっている。とくに低学年の配当漢字は象形文字が多

く、イラストで表せる漢字が多くなっている。 
物語漢字という形式は、師尾喜代子氏がこれまでに学研や旺文社、光村教育図書やＰＨ

Ｐなど多くの教材開発を手掛けてきた中から誕生してきたもので、全国の教室で活用され

ている。題材には、世界の童話や日本の昔話から知ってほしい作品を選んでいる。本誌で

は物語数が少ないが、同氏著『小学校の漢字を５時間で攻略する本』には 24 作品の物語

漢字が掲載されている。 
パズルとは、「頭を悩ませる」という意味で、クイズのように知識や記憶を問うのでは

なく、与えられた情報を推理したり、それらを組み合わせたりして求めるものを導き出す

といった考える要素の強い「あてもの遊び」である。クロスやクロスワードもパズルの一

種になる。クロスワードパズルは直観力や推理力も駆使する脳の総合格闘技と例える記事

もある。 
教室ツーウエイでもかつて「クロスワードパズルで教科書のまとめ」が特集された。そ

の解説で、向山氏は教科書のまとめを楽しみながら学習してほしい、と提案された。あく

までも「楽しく学習」が主になっている。そのため、分からない子には、時間を見計らっ

てヒントを出してほしいと、細やかな配慮も見せている。本誌のたてとよこのヒントも可

能な限りそのような配慮を反映させるように作成していることが伺える。 
なお、Ⅲ章の２「中国の漢字教育」のところでも触れたが、ゲームとなぞなぞは漢字を 

覚えるのに最適であると、中国北京大学の教師が述べている。なぞなぞの遊びで想像力を 
育むことができ、形の混同しやすい漢字の違いもなぞなぞを使って違いを学んでいる。ク 
ロスやクロスワードも同様な効果をもたらすものである。 
野口芳宏氏も「漢字ゲーム、漢字パズル、漢字遊びなどは子供の興味を尊重し、優先さ

せ、そこからの習得を図ろうとする考えに立つ」とその意義を示し、この方面での開発が

向山先生を中心として試みていることに、注目していた。 
2.授業や学級での活用法 



すでに学級担任を離れているため本誌を直接利用することはできない。担任当時は本誌

の旧版である「完本全学年漢字まとめくん」を毎年度活用していた。 
利用頻度が高いページが本誌の「総まとめくん 100 問」であった。年度はじめの前年度

の実態調査用と年度末の定着度調査には、必ず利用した。学級での漢字指導は、この総ま

とめくんの結果からスタートしていた。それほど重視した。 
この 100 問という数量が貴重で、以前は高学年の「うつしまるくん」にもたしかめ 100

問があったが、現在は 50 問のたしかめテストになっている。しかも、テスト問題の答え

が漢字に限定されているのが工夫の一つである。つまり純粋にその漢字を覚えているかど

うかの実態把握には大切な要件で、解答枠の前後に言葉や文があるとそれらが手がかりと

なってしまうので、偶然に正答する場合も生じてしまう。学期別まとめくんのページなど

はもちろんそのような手がかりはあってよいが、定着・習得度を測定するための学年の総

まとめでは必要としない、ということである。本誌はそのような細かな工夫が行き届いて

いる。 
 
Ⅶ.「使える学習」「熱中軸」の視点から、向山実践を捉え直す 

１.漢字教育と「使える学習」 

①漢字が「使える」とは、日常生活で漢字を適切に使えるようになる、ということであ

る。その一例として、日記や作文、学級新聞、学習ノートなどの中で、漢字を正書法とし

て用いることができる、と捉えることができる。 
正書法とは、漢字で書く言葉はきちんと漢字で書き表す、ということである。ところが

日本の場合、文字の種類が漢字、ひらかな、カタカナがあり、表記の仕方も幾通りか可能

な言葉があったりするため、外国のようにこの書き方で表すということが定められないと

いうような難しさはあるが、少なくとも学年教科書に準拠した漢字表記ができるようにな

ることが望ましい。 
大村はまも、言語生活の中で実際に漢字を活用できる力が、真の漢字力と考えていた。 
具体的には、自分が表現したい言葉をまず考え、それを漢字を使って書くという勉強に

も力を入れてほしいと生徒たちに強調している。 
②例えば、向山氏の日記指導について、学年別学級経営本を調べてみた。 
小学一年 第７章 授業を知的に（国語を教える） 
小学二年 第１章 二年生の出立（日記提出率、個人新聞など）第６章保護者との絆 
小学三年 第３章 新卒日記を書く 第４章 書かせて育てる（子供に日記を書かせる） 
小学四年 第１章 授業を知的に（文を長く書く） 
小学五年 第５章 文章は個性に満ちて（よい子の日記をのりこえろ） 
小学六年 第２章 日記を書かせる 
学級経営本からも漢字指導同様、日記指導や文章を書かせていたことが伺える。つま 

り、向山氏は新卒時代から「使える学習」の実践にも取り組んでいたのである。 
また６年スナイパーの文章指導でも漢字使用の心得を示していた。基本の第一は、文末 

は敬体か常体かどちらかに統一する。第二は主語・述語があること。第三は、漢字、言葉

遣いが正確なこと。そして第三の心得として、学校で習った漢字を使うことと辞書を引く

ことを厭わないこと等「使える学習の基礎」を、向山氏はしっかりと強調していた。 



③このように向山氏は新卒時から退職まで、漢字を覚える、考える、使える学習に取り組

み、なおかつ漢字教育の一大改革として「漢字学習の構造改革」も提言している。 
この改革の大きな柱の一つが「読み先習」である。 
第Ⅲ章「これまでの漢字指導と向山実践」では触れていないが、漢字指導の問題とし

て、かつて「読み書き分離学習」の論争が行われた。現在の小学校では、教科書の新出漢

字を教える際には、読みと書き同時学習の形になっている。けれども子供は小学校に入学

する前から生活の中で漢字の読み書きに触れており、読みが先行している現実がある。 
倉沢栄吉も次のように述べている。「漢字の活用力はどこからくるかと言えば、実際の

生活場面で多く読んだり書いたりする経験を重ねるところからである。（中略）読みは書

きに先行するはずである。」（＊文献 10） 
このように「読み先習」で取り組む姿勢は、生活の中で「使える学習」の一つを成立さ

せることにもなる。向山氏は、漢字の習得には「読み先習」という分離学習を 2000 年前

後から主張しており、「使える学習」にも取り組んでいたといえよう。 
 輿水実、石井勲、野口芳宏氏など国語の先達は、読み書き分離学習を支持する人が多

い。野口氏は自著でも「板書はなるべく漢字を使う」（＊文献 11）と述べている。さらに

は、どの程度までの漢字を提示するかは、学級の実態を知る担任が決めることで、常に診

断と評価を怠らないようにと助言もする。 
２. 「漢字文化検定」の提案と「難問一問選択システム」 

①「読み先習」は「使える学習」を身近な生活に置き換えた場合の考え方といえる。一

方、生涯学習的な立場で捉えると「検定制度」への挑戦という場面も成り立つ。 

 向山氏は、漢字教育の一環として「漢字文化の授業」を提案した。それをさらに学校教

育の範疇だけでなく、生涯学習として誰もが取り組める「日中漢字文化検定」を 97年に

構想していた。手元にある「日中漢字検定覚書 97.11.19板倉」の一部を紹介する。 

１）検定の中身は二つ（上海師範大学楊学長、向山先生との交渉にて） 

 ア漢字の成り立ち・意味（主として象形文字） 

 イ中国二十四史のなかで、ことわざ・慣用句等 

  字形の違いは両方示す。基本は康煕字典。 

２）検討事項 

 象形文字だと数が限られること、四字熟語（成語）の共通字の扱い、簡体字などを自分

（板倉）なりの疑問点を述べた。例えば成語で「一挙両得、大同小異」は日中共通だが、

金科玉条（金科玉律）日進月歩（日新月異）などは、多少の差異があること。（以下略） 

 当時は実現の緒につかなかったが、現在の日中問題を考慮したとき、このような文化交

流の重要性を実感せずにいられない。 

②漢字を使えるためには、子供たちを学習に熱中させ、挑戦させる仕組みも必要となる。

その熱中・挑戦型教材がもう一つの向山型算数といわれる難問選択システムである。 

 向山氏自身は算数の学習内容でこれを開発されたが、向山型算数実践研究家の木村重夫

氏が、国語でこの教材開発に取り組んでおり、2005 年箱根合宿の論文審査で提案された。 
「国語科で“難問一問選択システム”は可能か」の論文の内容を概略まとめてみた。 
 ａ国語科で難問一問選択システムは可能か 
 ｂ国語で子供が熱中する難問 仮説と吟味した問題 



 ｃ難問配列のロジック（漢字ばかりでなく、ことわざ・文法・ことば遊びなど多様に入

れた。下図は、木村氏作成の難問選択システムの１枚である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２.国語の「難問一問選択システム」の１ページ 

木村学級でこの難問を子供に試してみたところ、子どもは大変熱中した。また授業参観

でもこの難問を扱ってみたところ、保護者を巻き込んで大変に盛り上がったという。 
３.漢字教育の原点を求めて 

向山実践群のあかねこ漢字スキル教材の開発、漢字文化の授業、漢字学習の構造改革と

どれもが大きなテーマであった。私も開発に携わった「あかねこ漢字スキル」を漢字教育

の原点に位置付けたいところだが、向山氏の原点に値する実践はそのようなものではな

い。おそらくは、向山氏の学級経営案に示された基礎学力の保障に関する部分こそが原点

だと推察した。 
基礎基本を身に付けさせるために、次のことが必要になると向山氏は主張する。 
Ａ学習する意欲  Ｂ自分で学習していく方法   Ｃ身に付けるための授業（学習） 
この三つはすぐれた学習モデルを身に付けることで同時に身に付けていくものだとい

う。すぐれた学習モデルで授業することにより、分かる、できるを保障するだけでなく、

自ら学習する、学習する意欲もまた育てられるのであると、向山氏は強調した。 
そこで、今度は漢字指導の内容で、学習意欲を育てた（と思われる）エピソードを探し

てみた。その結果、年齢別実践記録集第 10巻のエピソード（漢字テスト０点だったＥ児 
が 100 点をとるようになった向上的変容のドラマ）こそ向山氏の漢字教育の原点に違いな 
いと思えてきた。そこには三者三様の熱中軸のようなものを感じたからである。 
＜10巻 32歳 1977.1 ６年エトセトラより～摘録板倉＞ 
▼漢字テストを繰り返し９回、Ｅ児は２学期のテストが 10・0・5・0・22・24・10・0・ 
45・10 で 10回のうち０点が３回。最高点は 45 点。 
けれども３学期の結果は 50・40・80・100・100・80・90・100・95。最後は六年下のま

とめで 20 問中 19 問の正解。Ｅ児の成長は他に波及し、女子の最低点 85 もその一つ。 
これほどまでにＥ児を育てたこのクラスに、自分が成長することで他にも影響を与え、 

多くのことをもたらしたＥ児に心からの拍手を！！▲ 



と向山氏は学級通信の文章を締めくくった。 
このドラマに、堀田龍也氏が主張する熱中軸の一端を私は感じる。堀田氏は「理不尽さ 

とその克服への挑戦」「安心感を奪われた境地への緊張感」を熱中軸成立の要件として 
掲げた。（＊文献 12）当時の現実では、向山氏のエピソードには描写されていない数々の

不安や挑戦の軌跡が生じていたことは、想像に難くない。 
Ｅ児だけでなく、向山学級と向山氏本人もがその軌跡の当事者群であったといえよう。 
さらに、教育の根幹とは子供自身がもつ本来の力を発揮させることにある、との向山氏

の教育思想・哲学もこのエピソードには込められている。 
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